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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第39期第２四半期

累計期間

第40期第２四半期

累計期間
第39期

会計期間
自平成23年４月１日
至平成23年９月30日

自平成24年４月１日
至平成24年９月30日

自平成23年４月１日
至平成24年３月31日

売上高（千円） 3,536,596 3,527,079 7,543,778

経常利益（千円） 79,895 150,057 277,742

四半期（当期）純利益（千円） 32,331 77,762 119,596

持分法を適用した場合の投資利益

（千円）
－ － －

資本金（千円） 459,237 459,237 459,237

発行済株式総数（株） 9,210,960 9,210,960 9,210,960

純資産額（千円） 1,663,285 1,736,691 1,737,873

総資産額（千円） 3,221,113 3,462,509 3,530,013

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
3.60 8.78 13.39

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

１株当たり配当額（円） － － 8.00

自己資本比率（％） 51.6 50.2 49.2

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
126,359 491,337 △97,580

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△50,922 △18,395 △52,686

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△31,817 △100,885 99,302

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
529,863 807,334 435,278

　

回次
第39期第２四半期
会計期間

第40期第２四半期
会計期間

会計期間
自平成23年７月１日
至平成23年９月30日

自平成24年７月１日
至平成24年９月30日

１株当たり四半期純利益金額

（円）
5.47 9.04

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移に

ついては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、持分法を適用すべき関連会社がないため記載しておりませ

ん。

４．第40期第２四半期の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため

記載しておりません。

５．第39期第２四半期及び第39期の潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、希薄化効

果を有している潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２【事業の内容】

当第２四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。

また、関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

(1)　業績の状況

当第２四半期累計期間における我が国経済は、震災復興需要などにより緩やかに回復する兆しが見られました

が、欧州債務問題の長期化や円相場の高止まりに加え、電力供給問題など、依然として先行き不透明な状況が続きま

した。情報サービス業界においては、国内景気の停滞により、企業の情報化投資への慎重姿勢が継続している状況に

あります。

このような状況の中、当社は、業容の拡大と業績の確保を目指し、新規顧客の開拓と既存顧客へのきめ細かい提案

活動を展開した結果、金融系の保険及び官庁の入札案件等が好調に推移しましたが、クレジット大規模案件におけ

る工程見直し等があり、売上高 3,527百万円（前年同期比 0.3％減）、営業利益 145百万円（前年同期比 112.4％

増）、経常利益 150百万円（前年同期比 87.8％増）、四半期純利益 77百万円（前年同期比 140.5％増）となりま

した。

(2)　キャッシュ・フローの状況

当第２四半期累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という）の残高は、前事業年度末と比較して

372百万円増加し、807百万円となりました。

当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は、491百万円（前年同期比 288.8％増）となりました。これは主に、税引前四半

期純利益 141百万円、売上債権の減少 454百万円、仕入債務の増加 30百万円等による資金の増加があったことに

対し、たな卸資産の増加 49百万円、法人税等の支払 109百万円等による資金の減少があったことによるものであ

ります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は、18百万円（前年同期比 63.9％減）となりました。これは主に、敷金及び保証

金の回収による収入 6百万円があったことに対し、パソコン等の開発設備等の有形固定資産の取得による支出 6

百万円、ソフトウェア等の無形固定資産の取得による支出 15百万円等による資金の減少があったことによるも

のであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は、100百万円（前年同期比 217.1％増）となりました。これは主に、短期借入金

の返済による支出 30百万円、配当金の支払 70百万円によるものであります。

(3)　事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

(4)　研究開発活動

該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 35,800,000

計 35,800,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現在
発行数（株）
（平成24年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成24年11月９日）

上場金融商品取引所名又は登
録認可金融商品取引業協会名

内容

普通株式 9,210,960 9,210,960
大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ（スタンダード）

単元株式数

1,000株

計 9,210,960 9,210,960 － －

　

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成24年７月１日～

平成24年９月30日
－ 9,210,960 － 459,237 － 61,191
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（６）【大株主の状況】

 平成24年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

佐藤　順子 東京都多摩市 1,045 11.35

クロスキャット社員持株会
東京都品川区東品川1-2-5

㈱クロスキャット
918 9.96

尾野　貴子 神奈川県川崎市麻生区 777 8.43

牛島　豊 埼玉県越谷市 444 4.82

田崎　冬子 石川県金沢市 416 4.51

大久保　尚子 神奈川県川崎市麻生区 400 4.34

アキコ　イソダ

（常任代理人

ＳＭＢＣ日興証券株式会社）

 CANADA

（東京都千代田区丸の内3丁目3－1）
400 4.34

小野田　亜紀 東京都多摩市 362 3.93

並木　豊 埼玉県越谷市 267 2.89

橋本　剛 神奈川県横浜市戸塚区 241 2.61

計 － 5,270 57.22

（注）上記のほか、自己株式が351千株あります。

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成24年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　351,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　8,857,000 8,857 －

単元未満株式 普通株式　　　2,960 － 1単元（1,000株）未満の株式

発行済株式総数 9,210,960 － －

総株主の議決権 － 8,857 －

（注）１．「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が4,000株含まれております。

また、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数４個が含まれております。

２．「単元未満株式」の欄には、自己株式862株が含まれております。
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②【自己株式等】

 平成24年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

株式会社クロスキャット
東京都品川区東品川

一丁目2番5号
351,000 － 351,000 3.81

計 － 351,000 － 351,000 3.81

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間（平成24年７月１日から平成24

年９月30日まで）及び第２四半期累計期間（平成24年４月１日から平成24年９月30日まで）に係る四半期財務諸表

について有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

３．四半期連結財務諸表について

当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

前事業年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期会計期間
(平成24年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 435,278 807,334

受取手形及び売掛金 1,949,457 1,495,454

仕掛品 395,399 445,227

繰延税金資産 106,514 111,606

その他 46,980 36,350

貸倒引当金 △1,940 △1,320

流動資産合計 2,931,689 2,894,654

固定資産

有形固定資産

建物 178,585 182,632

減価償却累計額 △122,597 △126,941

建物（純額） 55,987 55,690

構築物 7,457 7,457

減価償却累計額 △6,397 △6,475

構築物（純額） 1,060 982

車両運搬具 8,265 8,265

減価償却累計額 △6,566 △6,929

車両運搬具（純額） 1,699 1,335

工具、器具及び備品 124,533 114,052

減価償却累計額 △104,504 △94,264

工具、器具及び備品（純額） 20,028 19,788

土地 43,171 32,998

有形固定資産合計 121,948 110,794

無形固定資産

ソフトウエア 40,883 30,043

ソフトウエア仮勘定 － 4,912

その他 2,791 2,791

無形固定資産合計 43,675 37,747

投資その他の資産

投資有価証券 116,282 106,085

出資金 10 10

会員権 8,619 8,619

敷金及び保証金 135,204 129,192

役員に対する保険積立金 16,586 16,054

繰延税金資産 155,997 159,350

投資その他の資産合計 432,699 419,312

固定資産合計 598,323 567,854

資産合計 3,530,013 3,462,509
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（単位：千円）

前事業年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期会計期間
(平成24年９月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 241,225 271,970

短期借入金 450,000 420,000

未払法人税等 120,784 80,317

賞与引当金 189,018 210,470

受注損失引当金 8,400 8,000

その他 339,600 291,264

流動負債合計 1,349,029 1,282,022

固定負債

退職給付引当金 381,994 389,380

資産除去債務 32,948 32,948

長期未払金 28,166 21,466

固定負債合計 443,109 443,795

負債合計 1,792,139 1,725,818

純資産の部

株主資本

資本金 459,237 459,237

資本剰余金 61,191 61,191

利益剰余金 1,297,703 1,304,592

自己株式 △82,076 △82,088

株主資本合計 1,736,055 1,742,931

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 1,818 △6,240

評価・換算差額等合計 1,818 △6,240

純資産合計 1,737,873 1,736,691

負債純資産合計 3,530,013 3,462,509
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（２）【四半期損益計算書】
【第２四半期累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

売上高 3,536,596 3,527,079

売上原価 2,932,522 2,900,805

売上総利益 604,073 626,274

販売費及び一般管理費 ※
 535,479

※
 480,599

営業利益 68,594 145,675

営業外収益

受取利息 67 71

受取配当金 2,877 2,429

助成金収入 7,498 －

その他 2,490 4,064

営業外収益合計 12,934 6,564

営業外費用

支払利息 1,632 2,182

営業外費用合計 1,632 2,182

経常利益 79,895 150,057

特別利益

受取和解金 － 2,000

特別利益合計 － 2,000

特別損失

減損損失 － 10,173

固定資産除却損 4,431 －

訴訟和解金 14,023 －

特別損失合計 18,454 10,173

税引前四半期純利益 61,441 141,883

法人税、住民税及び事業税 46,669 68,486

法人税等調整額 △17,560 △4,365

法人税等合計 29,109 64,120

四半期純利益 32,331 77,762
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 61,441 141,883

減価償却費 26,423 21,827

減損損失 － 10,173

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,208 △620

賞与引当金の増減額（△は減少） 40,040 21,452

退職給付引当金の増減額（△は減少） 17,715 7,386

受注損失引当金の増減額（△は減少） － △400

受取利息及び受取配当金 △2,945 △2,500

支払利息 1,632 2,182

未収入金の増減額（△は増加） 24,173 7,145

未払金の増減額（△は減少） △6,213 △19,560

長期未払金の増減額（△は減少） △31,446 △6,700

固定資産除却損 4,431 －

売上債権の増減額（△は増加） 12,844 454,003

たな卸資産の増減額（△は増加） △86,699 △49,828

仕入債務の増減額（△は減少） 71,114 30,744

その他 13,733 △17,100

小計 145,036 600,088

利息及び配当金の受取額 2,945 2,500

利息の支払額 △1,629 △2,210

法人税等の支払額 △19,992 △109,041

営業活動によるキャッシュ・フロー 126,359 491,337

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △13,628 △6,957

無形固定資産の取得による支出 △21,127 △15,505

投資有価証券の取得による支出 △2,424 △1,943

敷金及び保証金の差入による支出 △13,742 △71

敷金及び保証金の回収による収入 － 6,082

投資活動によるキャッシュ・フロー △50,922 △18,395

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 40,000 △30,000

自己株式の取得による支出 － △12

配当金の支払額 △71,817 △70,873

財務活動によるキャッシュ・フロー △31,817 △100,885

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 43,620 372,056

現金及び現金同等物の期首残高 486,243 435,278

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 529,863

※
 807,334
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【会計方針の変更】

（減価償却方法の変更）

当社は、法人税法の改正に伴い、第1四半期会計期間より、平成24年４月１日以後に取得した有形固定資産につ

いて、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。

なお、この変更による損益への影響は軽微であります。

【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

該当事項はありません。

【追加情報】

該当事項はありません。

【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

１．　当社においては、運転資金の効率的な調達を行うため、取引銀行５行と当座貸越契約を締結しております。

この契約に基づく借入未実行残高は次のとおりであります。

 
前事業年度

（平成24年３月31日）
当第２四半期会計期間
（平成24年９月30日）

当座貸越極度額の総額 1,600,000千円 1,700,000千円

借入実行残高 450,000 420,000

差引額 1,150,000 1,280,000

　

（四半期損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
前第２四半期累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日）

給料手当 177,503千円 175,003千円

役員報酬 77,700 74,985

賞与引当金繰入額 21,187 20,847

退職給付費用 7,473 6,462

減価償却費 5,293 2,885

　

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとお

りであります。　

 
前第２四半期累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日）

現金及び預金勘定 529,863千円 807,334千円

現金及び現金同等物 529,863 807,334
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年９月30日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年 6月24日

定時株主総会
普通株式 71,817 8 平成23年 3月31日平成23年 6月27日利益剰余金

　

Ⅱ　当第２四半期累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年９月30日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年 6月26日

定時株主総会
普通株式 70,873 8 平成24年 3月31日平成24年 6月27日利益剰余金

　

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年９月30日）

当社は、情報サービス事業並びにこれらの付帯業務の単一セグメントであるため記載を省略しております。

　

Ⅱ　当第２四半期累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年９月30日）

当社は、情報サービス事業並びにこれらの付帯業務の単一セグメントであるため記載を省略しております。

　

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第２四半期累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 3円60銭 8円78銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 32,331 77,762

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 32,331 77,762

普通株式の期中平均株式数（千株） 8,977 8,859

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成24年11月8日

株式会社クロスキャット

取締役会　御中

有限責任監査法人トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 山口　更織　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 長島　拓也　　印

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社クロス

キャットの平成24年４月１日から平成25年３月31日までの第40期事業年度の第２四半期会計期間（平成24年７月１日か

ら平成24年９月30日まで）及び第２四半期累計期間（平成24年４月１日から平成24年９月30日まで）に係る四半期財務

諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

　

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論

を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社クロスキャットの平成24年９月30日現在の財政状態並びに同日をもっ

て終了する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項が

すべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

（注）１.上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２.四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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